
資料３

１

令和４年度 第１回
神奈川県⼤規模氾濫減災協議会

３ 実施事項
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（２）令和３年12月に改定した主な取組の
進捗状況について

３ 実施事項



主な取組の進捗状況について
取組（H30.1策定） 取組（R2.6改定） 取組（R3.12改定） 進捗状況
・整備効果の高い箇所から、
計画的な護岸や遊水地等の
整備
・重点的に堆積土砂の撤去
を実施

・ 遊 水 地 や 流 路 の ボ ト ル
ネック箇所等の整備を加速
・河床掘削・樹木伐採等の
緊急実施

同左 実施中

・想定最⼤規模降⾬を対象
とした浸水想定区域図やハ
ザードマップの⾒直しを概
ね５年を⽬標に実施

・ハザードマップの⾒直し
を令和２年度を⽬標に実施

・準用河川を含むハザード
マップの作成

８/21市町
作成済

・作成したハザードマップの
周知・活用の検討

全市町村
実施中

・水位計等の増設
・簡易水位計や簡易型河川
監視カメラの設置を必要性
の高い箇所から設置

同左 実施中

・水害対応タイムラインに
ついて、概ね５年を⽬標に
作成

・水害対応タイムラインに
ついて、令和２年度を⽬標
に作成

・作成したタイムラインの検
証・⾒直しを実施

27/32市町村
実施中

・要配慮者利⽤施設におけ
る避難確保計画を概ね５年
を⽬標に作成

・要配慮者利用施設におけ
る避難確保計画を令和３年
度を⽬標に作成

・要配慮者施設における避難
確保計画の作成及び避難訓
練の実施

約８割
作成済

―

・わたしの避難⾏動（マイ
マップ・マイ・タイムライ
ン等）に係る取組を実施

同左 全市町村
実施中
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主な取組の進捗状況について

「神奈川県水防災戦略」に掲げた「中⻑期的な視点で取組みを加速化させるハード対策」と
して、遊水地の整備や流路のボトルネック箇所の鉄道橋架替など、限られた区域の整備で広
い範囲に効果が期待できる⼤規模事業に重点的、集中的に取り組んでいる。

◇遊水地や流路のボトルネック箇所等の整備の加速（県）

２ 境川相鉄橋梁架替

境川

３ 矢上川地下調節池１ 山王川小田急橋梁架替

４ 小出川新規遊水地

山王川

６ 恩田川新規遊水地

５ 柏尾川新規遊水地

矢上川

７ 引地川下土棚遊水地

８ 境川風間遊水地

小出川
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主な取組の進捗状況について

平成23年度から⾵間遊水地の整備に着⼿し、令和４年３⽉に本体⼯事が完成しました。

法政大学入口

風間遊水地の概要
面積：約１ha
貯水容量：約２万㎥
※雨のピーク時において１秒間に約９㎥の

洪水を貯水する効果が期待できます

工事着手前 完成

相 模 原 市

◇境川風間遊水地の整備（県）
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主な取組の進捗状況について
◇河床掘削・樹木伐採等の緊急実施（県）

令和２年２⽉に策定した「神奈川県水防災戦略」に掲げた「緊急に実施することで被害を最
小化するハード対策」として、市町村が強く要望している区間や氾濫の危険性が特に⾼い区
間について、国の「５か年加速化対策」の財源も活⽤し、堆積土砂の撤去等を重点的に取り
組んでいる。

施⼯前 施⼯後

狩 川
（南足柄市）

【実 績（R2以降）】
年度 実施箇所
Ｒ２ 38河川 72箇所
Ｒ３ 47河川 80箇所

Ｒ４（予定) 43河川 81箇所
合計 60河川233箇所

38
47

49

80

【成 果】
河川数 箇所数

【事 例】
（H29補正含む） （H29補正含む）（R2補正含む） （R2補正含む）



◇ 洪水ハザードマップ（市町村）
【これまで】

〇 令和２年４⽉までに、対象となる108河川において、想定最⼤規模に対応した
洪水浸水想定区域図等を作成済（県）

〇 想定最⼤規模降⾬における洪水浸水想定区域図等に基づく洪水ハザードマップの
作成・公表については、令和３年度末までに全市町村で完了（市町村）

【課 題】
〇 水害リスク情報の空白地帯の解消のため、市町村

が管理する準⽤河川を含む洪水浸水想定区域の検討
も必要であり、10⽉末時点で、対象となる21市町
のうち、８市町で洪水ハザードマップに反映済み

〇 多く方々に水害リスクを把握してもらう必要がある
ことから、更なる周知が必要である。

【今後の予定】
〇 洪水浸水想定区域図が作成された場合は、速やかに洪水ハザードマップを⾒直す。
〇 協議会等を活⽤して好事例を共有し、洪水ハザードマップの周知方法や住⺠が

参加した訓練等への活⽤について検討する。（市町村）

主な取組の進捗状況について
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◇洪水浸水想定区域の指定拡⼤に伴う対応（県）
［水防法改正（令和３年７月）］

令和元年東⽇本台⾵等では、洪水予報河川や水位周知河川以外の⼀級・二級河川
において、河川氾濫による⼈的被害が発⽣したことを踏まえ、洪水浸水想定区域の
指定対象を現⾏の⼤河川等から住宅等の防御対象のあるすべての河川流域に拡⼤

［本県の対応］

横浜市管理河川含む

１１８河川 １０８河川

１０河川

水位周知河川 ８７河川

洪水予報河川 ２河川

その他河川 １９河川

※⼈家等が少ない⼭間部を流れる防御対象が無い河川

洪水浸水想定
区域公表済み

洪水浸水想定区域
指定済み

※「公表」から
「指定」へ
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相模川及び酒匂川の上流域（洪水予報区間の上流）
※浸水想定区域
の追加指定

【R3.10対応済】

【相模川︓作業中】【酒匂川︓R4.8追加済】

【R2.4済】

【R2.4済】

※ ︓水防法改正に伴う対応箇所

主な取組の進捗状況について



 

洪水予報区間外 
（小倉橋〜県境） 

洪水予報区間外 洪水予報区間(河口〜足柄橋)

指定拡⼤(R4.8 済) 

(H29.3 指定済)

洪水予報区間

(H29.3 指定済) 

指定拡⼤(作業中) 

足
柄
橋 

酒
匂
川 

相
模
川 

河
内
川 

三保ダム 

相模ダム 

城⼭ダム 
小
倉
橋 

水位周知河川 
(R 元.８指定済) 

洪水予報区間(河口〜神川橋)

(H28.５ 国指定済) 

神川橋 

直轄区間 (神川橋〜小倉橋)

(足柄橋〜県境) 9

令和３年７⽉の水防法改正により、これまでの洪水予報河川（区間）又は水位周
知河川に加え、⼀級河川及び二級河川における住宅等の防護対象のある全ての河川
に拡⼤されたことから、相模川及び酒匂川の上流域について浸水想定区域を追加指
定していきます。

主な取組の進捗状況について
◇洪水浸水想定区域の指定拡⼤に伴う対応（県）



【これまで】（令和４年３月末時点）

〇簡易水位計 ︓43河川、76基設置済
〇簡易型河川監視カメラ︓47河川、100基設置済

【課 題】
〇太陽電池で稼働しているため⻑⾬等により無⽇照状態

が続くと電源が喪失し、カメラ画像が確認できない。
【今後の予定】

〇市町村から要望のあった箇所等へ設置を進める。
〇設置済み箇所についても、必要に応じて、商⽤電源等によるバックアップを進める。
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主な取組の進捗状況について
◇ 簡易水位計及び簡易型河川監視カメラの設置（県）

パネル及び
蓄電池増設

⼀級河川相模川
厚木

⼀級河川相模川
厚木

商⽤電源化バックアップ
方法

パネル・蓄電池
増設 商用電源化 合 計

これまで
（R4.８時点） 15基 16基 31基

今後の予定
（R4.8以降） 24基 16基 40基

合 計 39基 32基 71基 ⼀級河川荻野川
源氏河原橋

⼀級河川荻野川
源氏河原橋
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主な取組の進捗状況について
◇ 水害対応タイムライン（市町村）
【これまで】

〇 水害対応タイムラインについては、令和２年度中の作成を⽬標としており、
全市町村で作成が完了（市町村）

【課 題】
〇 訓練や⼤きな出水の際に明らかになった課題や法改正を踏まえ、適宜、検証・

⾒直しする必要があり、令和４年10⽉末時点で、対象となる32市町村
（町田市含む）のうち、27市町村（R3.10末時点:20市町村）で検証又は⾒直し

【今後の予定】
〇 訓練や⼤きな出水後には、適宜、

検証し、必要に応じて、配備体制
などを⾒直す（市町村）

〇 協議会等を活⽤して好事例を
共有し、内容をいっそう充実（市町村）



【これまで】
〇対象施設に向けて、説明会等を実施し、計画

作成や訓練実施を促進・支援（市町村）
〇市町村の取組に対し、各所管部局で、必要な

情報提示などの支援（県）
○市町村に対し、県関係機関連名による作成

促進の通知を発出（県）

◇ 要配慮者利用施設の避難確保計画作成（市町村）

避難確保計画の作成等の進捗状況（R4.９末）

主な取組の進捗状況

【課 題】
〇９⽉末時点で対象施設のうち、約77％の

4,146施設（R3.９末時点:3,158施設）で作成済み
【今後の予定】

〇 地域防災計画に対象施設が定められていない
市町村は、計画を改定し施設を明記（市町村）

〇 計画作成等に向け、取組を継続（市町村）
〇 協議会等を活⽤して好事例を共有するなど、

取組促進に向けて支援（県） 12

浸水想定区域の
指定の有無

地域防災計画に
要配慮者利用
施設が定められて
いるか

対象施設数 避難確保計画
作成済み
施設数

全体 - - 5,387 4,146

横浜市 〇 定められている 1568 1381

川崎市 〇 定められている 2009 1663

相模原市 〇 定められている 57 57

横須賀市 〇 定められている 77 0

平塚市 〇 定められている 355 286

鎌倉市 〇 定められている 262 3

藤沢市 〇 定められている 223 189

小田原市 〇 定められている 188 125

茅ヶ崎市 〇 定められている 121 104

逗子市 〇 定められている 11 2

三浦市 × - - -

秦野市 〇 定められている 32 32

厚木市 〇 定められている 181 111

大和市 〇 定められている 18 18

伊勢原市 〇 定められていない (6) （0）

海老名市 〇 定められている 108 96

座間市 〇 定められている 20 6

南足柄市 〇 定められている 23 23

綾瀬市 〇 定められていない (26) （12）

葉山町 〇 定められている 4 4

寒川町 〇 定められている 52 31

大磯町 〇 定められている 13 0

二宮町 〇 - - -

中井町 〇 定められている 4 4

大井町 〇 定められている 4 4

松田町 〇 定められている 7 7

山北町 〇 定められていない (2) （0）

開成町 〇 定められている 49 0

箱根町 〇 - - -

真鶴町 × - - -

湯河原町 〇 定められていない (11) （7）

愛川町 〇 定められていない (10) （0）

清川村 〇 定められている 1 0

※（ ）内は、洪水浸水想定区域内の対象となる要配慮者利⽤施設数を記載



◇ マイ・タイムライン※（市町村）
【これまで】

○ 住⺠⼀⼈⼀⼈の避難⾏動に繋がるマイ・タイ
ムラインについて、全市町村 (R３.10末時点:29市町)

で取組を実施中（市町村）
○ 市町村の取組に対し、必要な情報提示や

ワークショップ等への参加などの支援（県）
○ 普及啓発のため、HPで取組を紹介（県）

【課 題】
〇 全ての市町村で取組を実施しているが、

様々なツールを活⽤して、より多くの住⺠に
作成してもらう必要がある

【今後の予定】
〇 様々なツールを活⽤した取組の拡⼤（市町村）
〇 協議会等で好事例を共有するなど、市町村の

取組をいっそう充実できるよう支援（県） マイ・タイムライン等の取組状況（R4.10末）

主な取組の進捗状況
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※住⺠⼀⼈ひとりのタイムラインで、台⾵等
で河川水位が上昇する時、自分自身がとる
防災⾏動を時系列的に整理・まとめるもの。

HP 配布 講座等
広報や防
災マップ
等掲載

訓練やイ
ベントで

啓発

動画
作成

作成ガイ
ドブック

ハザード
マップに

掲載

横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー
風水害リーフレット
じぶん防災ハンドブック

川崎市 ○ ー ○ ○ 〇 ○ ○ ー 防災啓発タブロイド紙
相模原市 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ー さがみはら防災ガイドブック
横須賀市 ○ ー ー ー ー ー ー ○
平塚市 ○ ○ 〇 ー ○ ○ ー ○ 防災ひらつかチャンネル
鎌倉市 ○ ー ー ○ ー ー ー ○
藤沢市 ○ ○ ー ー 〇 ー ー ー ふじさわ防災ナビ

小田原市 ○ ○ ○ ○ 〇 ー ー 〇 わが家の避難行動マニュアル
茅ヶ崎市 ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ハザードマップ別冊 ガイドBOOK
逗子市 ー ー ○ ー ー ー ー ー
秦野市 ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー 風水害リーフレット

厚木市 〇 〇 〇 ○ 〇 ー ー 〇
防災ポケットブック
オールハザードマップ

大和市 ○ ー ○ ー 〇 ー ー ー
伊勢原市 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ○
海老名市 ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー 海老名市防災ガイドブック
座間市 ー ー ー ー ○ ー ー ー

南足柄市 ○ 〇 ○ 〇 〇 ー ー ○
綾瀬市 ○ ー ○ ー 〇 ー ー ○
葉山町 ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○
寒川町 ○ ー 〇 ○ ○ ー ー ○
大磯町 ○ ○ ー 〇 ー ー ー ○ 広報「おおいそ」
二宮町 ○ ○ ー ○ ー ー ー ー
中井町 ー ー ー ー 〇 ー ー ー
大井町 ー ー ○ ー ー ー ー 〇
松田町 ○ ー ○ ー ー ー 〇 ー
山北町 ー ー 〇 ー 〇 ー ー ー 防災訓練での啓発(R4.9）
開成町 ○ ー ー ○ ー ー ー ー
箱根町 〇 〇 ○ 〇 ー ー ー 〇 はこね防災ガイドブック

湯河原町 ー ー ー ○ ー ー ー ー
愛川町 ○ ー 〇 ○ 〇 ー ー 〇
清川村 ー ー ー ー ー ー ー ○
町田市 ○ ○ ○ ー ー ー ー ○
合 計 25 16 21 18 19 4 4 17

市町村名
マイタイムライン

その他
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（３）取組事例の紹介について

３ 実施事項
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１）県の取組事例



取組事例の紹介について
◇ホットラインの改善（県）
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○ダム放流に係る情報共有（ホットライン）について、これまで電話を基本とし
て市町へ情報伝達をしていたが、 「LINEWORKS」を基軸とした新たな情報
共有の仕組みを構築し、令和２年６⽉より運⽤開始した。

○毎年出水期前に、流域市町などとともに、洪水対応演習を実施しており、その
中で、新たに導入した仕組みが有効に運⽤できるよう、取り組んでいる。

○今年度から、さらに迅速か
つ確実に伝達できるよう、市
町⻑等とのホットラインに、
新たにWEB会議を試⾏的に
導入した。

【令和４年度の取組】

○令和５年度から、WEB会議を
本格導入するなど、常に内容
を⾒直し、より効果的な⼿法
へと改善する。

【今後の予定】



取組事例の紹介について
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◇ 水防演習の実施（県）
〇水防演習は、水害から県⺠の⽣命や財産を守るため、水防団や防災機関等の水防

活動に従事する者の技術の向上や地域住⺠の水防に対する理解を深めること等を
⽬的に、実施箇所の近隣水防管理団体（市町村）とともに、隔年で実施している。

【令和４年度水防演習】 ⽇ 時︓令和４年５⽉29⽇（⽇）９時〜12時
場 所︓相模川三川合流地点河川敷（厚木市厚木地先）
主 催︓県、厚木市、海⽼名市、綾瀬市、愛川町、清川村

＜第１部＞
○水防⼯法訓練

洗掘防止⼯（木流し⼯、シート張り⼯等）
越水防止⼯（積み土のう⼯、鋼板積み土のう⼯等）

＜第２部＞
○救出救助訓練
○排水ポンプ⾞訓練
○ドローンによる情報収集訓練等

シート張り⼯ 鋼板積み土のう⼯ 排水ポンプ⾞訓練

次回の水防演習は、場所を酒匂川に替えて令和６年度に実施する予定。



取組事例の紹介について
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◇ 洪水浸水想定区域の看板設置（県）
〇本県では、住⺠の自主的な避難を促すソフト対策の⼀環として、洪水浸水想定区域

を周知するため、浸水が想定される県管理河川に、看板の設置を進めている。
○平成30年度は、洪水予報河川（相模川・酒匂川）を対象に実施し、令和元年度から、

水位周知河川へ拡⼤し、実施している。
【これまでの設置状況】合計46基設置

洪水予報河川︓相模川22基、酒匂川13基
計35基

水位周知河川︓鶴⾒川５基、⼤岡川３基
境 川２基、麻⽣川１基

計11基

設置にあたっての場所の選定 及び ハザードマップを閲覧できるよう
ＱＲコードを貼り付けしますので、各市町村におかれましては、ご協⼒お
願いします。

【令和４年度の予定】
近年、溢水した河川や氾濫危険水位を超過した河川などを中⼼に、各土木（治水）
事務所・センターで２基程度設置する予定。



取組事例の紹介について

19

◇ ホームページ及び動画の作成（県）
〇本県では、市町村が取り組んでいるマイ・タイムラインの普及啓発を支援するた

め、マイ・タイムラインの取組をＨＰで紹介しているほか、水位計や河川監視カ
メラの確認方法をわかりやすくまとめた動画や、水防演習の様子を収録したダイ
ジェスト動画をＳＮＳ等で紹介しているので、各市町村のＨＰへの掲載をお願い
します。

【内容】１．マイ・タイムラインとは
２．マイ・タイムラインを知ろう

⇒紹介動画やパンフレットを掲載した
３．マイ・タイムラインを作ろう

⇒各市町村のマイ・タイムライン関連ページへのリンク掲載
講座等での作成を希望される方への相談窓口を掲載

＜マイ・タイムラインＨＰ＞

＜各種動画＞

「かなチャンTV」及び「令和４年度水防演習
について」に掲載されています

「かなチャンTV」及び「神奈川県⾬量水位情
報」のリンク欄に掲載されています

「神奈川県災害情報ポータル」及び「⾵水害や武⼒攻撃
等に備えて」に掲載されています
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２）県外自治体の取組事例



取組事例の紹介について

○地域防災計画で指定した要配慮者利⽤施設の施設管理者を対象に、避難確保計
画の作成会を開催し、計画作成および訓練の実施を支援した。

【令和３年度】
品川区において⼀般社団法⼈⽇本気象協会と委託業務を契約し、各施設管理

者を⼀堂に集めた「避難確保計画作成会」を開催。計画の提出率100%を達成。
【今度の予定】

福祉・保育・教育部署と連携し、要配慮者利⽤施設の把握および当該施設の
計画作成、訓練実施を支援していく。

計画作成会の様子

◇要配慮者利用施設避難確保計画の作成支援（品川区）

21
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３）県内自治体の取組事例



取組事例の紹介について
◇ 避難確保計画の作成及び訓練実施報告（川崎市）
○ 従来より市HP上で要配慮者利⽤施設あてに、

「洪水に備えて」「土砂災害に備えて」といっ
たアドバイス付きのひな型を掲載し、作成時の
支援を実施するとともに、提出後の内容修正の
支援を実施している。

【令和４年度】
・関係局と調整し、電子フォームでの訓練実施報

告の受付を開始し、報告⼿続の簡便化と、関係
局で随時回答状況を共有できる仕組みの構築を
実施した。

【今度の予定】
・今後も検討を重ねながら実施していく。

市HP ひな型

訓練実施報告の電子フォーム受付
23



取組事例の紹介について
◇ 風水害体制マニュアルの⾒直し（平塚市）

○ ⾵水害における本市の体制を位置付けたマニュアルの⾒直しを⾏った。

【令和４年度】
・本市における過去３年間の

警報・注意報発令状況や参
集時の⾬量等をデータベー
ス化し、職員の参集基準の
⾒直しを⾏った。

・各体制における⽬的、実施
事項、協議事項等をマニュ
アルに位置付けた。

【今後の予定】
・令和４年度出水期の対応等

を踏まえ、⾒直しを予定。
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取組事例の紹介について
◇ オールハザードマップ（厚木市）

【令和３年度】
・洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域、震度分布図、液状化危険度、マイタイムライン

が１つになったオールハザードマップを作成し、全⼾配布を実施
・洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域のマップ面は市内を４分割にし、地域別に作成
・地図データで検索ができるよう「厚木タウンマップ」へ搭載

【今後の予定】
・危機管理課等の窓口で配布

25



取組事例の紹介について
◇ 学校と連携した防災教育の取組み（⼭北町）

○ 県⽴⼭北高校において学校設定科⽬「あしがら」(地域防災）と連携した防災
教育に職員を派遣し、⼭北町の防災上の特性、特に⾵水害特性について教育

【令和４年度】
・１０⽉７⽇及び１０⽉２８⽇の２⽇間、２年⽣（９８名）を対象に学校内及
び学校周辺の浸水想定区域（現地）において実施

【今度の予定】
・１１⽉以降、引き続き２回の防災教育を予定

１０⽉２８⽇に実施した防災教育の状況
尺⾥川流域の浸水想定様相の学習 マイタイムラインの作成

26
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４）参考資料
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国の取組事例



取組事例の紹介
◇ 防災教育の取組について（京浜河川事務所）
○ 川崎市⽴上丸子小学校において、多摩川における防災教育の為の出前講座を実施
【令和４年度】

・６⽉２３⽇、丸子橋上流グラウンドにおいて5年⽣を対象に実施
・身近な多摩川において、防災の観点から学習し、児童自らが防災に関する情報

を地域の方に発信できるするようにするという⽬的のもと授業を⾏った
【今度の予定】

・今後も依頼のあった授業の形式（課外授業やWEB授業等）に則って実施

29
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県外自治体の取組事例



取組事例の紹介について
◇ 独自様式による避難確保計画の作成（東京都江⼾川区）
○ 令和元年度に要配慮者利⽤施設が容易に計画を作成できるよう独自の様式を作成。
○ 施設の形態に合わせて「入所施設」と「通所施設」の２パターンの様式を⽤意。
○ 広域避難を前提とした計画の作成を推進。
○ 施設を所管する部署と連携し、施設に対し計画作成の促進を⾏う。
○ 対象施設に対し、本区の地勢や避難確保計画の概要及び作成方法の説明会を実施。

31
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横浜・川崎地域

取組事例



取組事例の紹介について
◇ 横浜市水防災情報スマホ版の公開等（横浜市）

○市内外の水位情報を掲載している「横浜市水防災情報」のページをより多くの方
に知っていただくため、令和３年12⽉からスマホ版を公開しました。また、令和
４年度からSNS等でPRをしています。
スマホ版の閲覧数は、現在、パソコン版を上回っています。

【令和４年度】６⽉（17⽇・19⽇）・９⽉（17⽇）にSNSでPR
【今後の予定】今後も引き続き、広報・啓発活動を実施します。

※ビジット数・・・水防災情報ページへの訪問者数

Twitterでの発信

0
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水防災情報ページ（月別ビジット数）

PC版

スマホ版
・広報よこはま6月号

・SNS発信

・SNS発信

スマホ版R3.12.9開始

(ビジット数)

・イベントでのPR

スマホ版が

PC版を上回る

LINEでの発信
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取組事例の紹介について
◇防災アプリ「横浜市避難ナビ」（横浜市）

○横浜市避難ナビは、⼀⼈ひとりの避難⾏動を平時から災害時まで、⼀体的に
支援するアプリです。

○主な機能︓ARを活⽤した浸水疑似体験、マイ・タイムラインの作成、ハザー
ドマップや避難所・避難場所の確認 等

○災害時には、あらかじめ作成したマイ・タイムラインと連動した避難情報の
プッシュ通知や、避難場所の開設状況の確認ができます。

【令和４年度】
防災イベントや市HP、テレビ・ラジオ等、あらゆる

機会をとらえて、周知啓発を実施しています。
実証実験を通じて、意⾒集約や機能改善を図っています。

【今後の予定】
令和５年度から本格運⽤を⽬指しています。

34
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三浦半島地域

取組事例



取組事例の紹介について
◇ 令和４年度津波避難訓練（逗子市）
○⼤規模地震発⽣時の津波対応⼒を高めるとともに、関係機関との連携体制を検
証し、併せて津波避難について海浜利⽤者、市⺠及び在勤者等への普及啓発を図
ることを⽬的とし、年２回実施。

【令和４年度】
１．津波避難訓練（逗子海岸）

⽇時︓令和４年７⽉23⽇(土) 午前10時00分〜午前10時25分
※海浜利⽤者等を対象して、逗子海岸にて実施。参加⼈数約550⼈

２．津波避難訓練（市内⼀⻫）
⽇時︓令和４年11⽉７⽇（⽉）午前10時00分〜午前11時00分
※市⺠及び在勤者等を対象として、指定緊急避難場所（津波）31施設の

うち、15施設を開放し市内⼀円にて実施。参加⼈数 約1,500名

【今度の予定】
・今後も実施

36



取組事例の紹介について

37

7⽉23⽇（土）及び11⽉7⽇（⽉）に実施した津波避難訓練の状況

【7.23】津波フラッグの掲出（中央監視所） 【7.23】シェイクアウト訓練

【7.23】水難救助訓練デモンストレーション 【11.7】指定緊急避難場所（津波）施設屋上
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藤沢・相模原地域

取組事例



取組事例の紹介について
◇ マイ・タイムライン出前授業（相模原市）

○ 令和元年東⽇本台⾵を教訓にした防災教育のため、令和２年度から市内の小学
校で、市職員が講師となり、マイ・タイムラインを作成する出前授業を実施

【令和４年度】
・１０⽉ 市⽴鳥屋小学校（５、６年⽣ 13名参加）及び市⽴藤野北小学校（４
年⽣ ４名参加）において実施

【今後の予定】
・今年度中に、他の小学校5校で実施予定

出前授業の様子児童向けマイ・タイムラインシートとシール 39



取組事例の紹介について
◇ マイ・タイムラインの取り組み（茅ヶ崎市）

○ マイ・タイムラインの取り組みを促進するため、市内（浸水想定区域）の住⺠
対して、マイ・タイムラインの作成について講話を実施した。

【令和４年度】
・令和３年度に洪水・土砂災害ハザードマップと⼀緒にマイ・タイムラインの

作成方法を掲載したガイドブックを市内全⼾配布しており、このガイドブッ
クを⽤いた防災講座を実施し、市⺠のマイ・タイムライン作成を促している。

【今後】
・引き続き、地区防災訓練や防災講座をつうじたマイ・タイムライン作成を

促していく。

９⽉4⽇に実施した防災講話の状況

当⽇の状況写真等を挿入

40



取組事例の紹介について
◇ 洪水・土砂災害ハザードマップ（⼤和市）

洪水・土砂災害ハザードマップの多言語化を実施。
【令和４年度】

・令和４年３⽉に更新した洪水・土砂災害ハザードマップ（防災マップ）の
４か国語（英語・中国語・スペイン語・ベトナム語）に対応した情報面の
掲載と地図面のWeb版を公開。

【今度の予定】
・今後も継続してメンテナンス等を実施

Web版防災マップ

当⽇の状況写真等を挿入

防災マップ（紙版） 41



取組事例の紹介について
◇相模川氾濫のおそれがある場合の⽴体駐⾞場への避難（海⽼名市）

42

○ 相模川氾濫のおそれがある場合に、市⺠
が⾞両で緊急避難できる場所を確保するた
め、市内の⽴体駐⾞場を有する企業に駐⾞
スペースを無料で開放していただく、「水
害時緊急避難場所としての駐⾞場の⼀時使
⽤に関する協定」を締結。

【令和４年度】
７⽉28⽇に更なる駐⾞スペース拡充のた

め、３社３施設（約1,000台分）と締結。
※協⼒店舗数︓13社14施設（7,546台）

（令和４年10⽉１⽇現在）

【今度の予定】
今後も更なる確保を図ります。



取組事例の紹介について
◇ 防災講話によるマイタイムライン啓発（座間市）

○ 市とNPO法⼈ざま災害ボランティアネットワークの協働事業として、市⺠防
災講座「災害のマイタイムラインを考えよう」を実施。
【令和４年度】
・令和４年６⽉２５⽇（土）、座間市消防本部において実施（約４０⼈参加）
・講話とワークショップ形式による二部構成で実施。

【今度の予定】
・令和4年１０⽉９⽇（⽇）、市北地区⽂化センターにおいて２回⽬となる同

講座を実施予定。

ワークショップの様子 43



１ 目的 防災の専⾨家による講演及び市⺠等を交えた討議を通じて、市⺠の防
災意識の向上を図り、災害時の自助・共助の⼒を養うことで、⼤規模災害時の
被害の軽減、迅速な復旧・復興を果たすことを⽬的とする。
２ テーマ 知って安心︕防災・気象情報と取るべき⾏動︕
３ 内容

（１）講演 「⾵水害から身を守る」（横浜地方気象台）
（２）討議 テーマに沿って市及び地域での取り組み状況や、

県危機管理アドバイザーのコーディネートにより討議を⾏う。
登壇者︓県危機管理アドバイザー、市⻑、横浜地方気象台、自主防災組織等

４ 日時 令和５年１⽉１４⽇(土) ９︓３０〜１２︓００
５ 会場（定員） 綾瀬市オーエンス⽂化会館（⼤ホール） 定員１，３５０名
６ 主催 綾瀬市自治会⻑連絡協議会、綾瀬市（共催）
７ 参加対象者 市⺠等
８ その他 ⼿話通訳、要約筆記を実施

取組事例の紹介について
◇ 防災シンポジウムの開催（綾瀬市）

44



取組事例の紹介について
◇ マイ・タイムラインの取組（寒川町）

【令和４年度】
・災害発⽣時に命を守る⾏動や平時の備えなどの情報をまとめた寒川町防災ハ
ンドブックを作成。
・⾵水害時の備えとして、マイ・タイムラインの作成方法を掲載。

【今度の予定】
・各種防災訓練において、本ハンドブックの説明に併せ、マイ・タイムライ

ンの説明を実施していく。
マイ・タイムライン作成方法

45



取組事例の紹介について
◇ マイ・タイムラインの取組（町田市）

○ 防災気象情報を正しく理解し、地域の災害リスクを知り、災害時に取るべき
⾏動を事前に決めることで適切な避難⾏動を考えるため実施（東京都と連携）

【令和４年度】
・7⽉15⽇から9⽉12⽇までの6⽇間、町田市役所において初級者コース5回、
中〜上級者コースを6回実施（35⼈参加）

【今度の予定】令和5年度も実施予定

8⽉29⽇に実施した研修のようす
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47

厚木地域

取組事例



取組事例の紹介について
◇ 愛川町洪水・土砂災害ハザードマップ（愛川町）

○ 水防法第15条第3項に基づき、想定最⼤規模の洪水ハザードマップの作成を
実施しています。

【令和４年度】
・洪水と土砂災害の危険な区域が確認できるハザードマップを作成、町⺠へ配
布(自治会配布)

【今度の予定】
・今後も区域等の⾒直しがあった場合など必要に応じて更新予定。

○⽉○⽇に実施した○○会の状況

様式や状況写真等を挿入
例︓マイ・タイムライン等

当⽇の状況写真等を挿入
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平塚地域

取組事例



取組事例の紹介について
◇ 河川情報や災害情報の「⾒える化」（秦野市）

○近年、激甚化・頻発化する自然災害において、⼀⼈ひとりの状況に即した避難
情報の発令は困難であり、避難の最終判断は「個⼈」に委ねられることから、
市⺠の皆さんが「自らの命は自らが守る」という意識を持ち、自分で決める主
体的な避難⾏動を最⼤限支援するため、河川水位やカメラ画像、浸水想定区域
などの防災情報を自分のスマートフォンから確認することができる「秦野市総
合防災情報システム」を、令和４年７⽉１⽇から運⽤を開始した。
また、スマートフォンの操作に不慣れな65歳以上の高齢者等を対象に、自身
のスマートフォンから本システムの操作方法を学ぶ「やさしい防災講習会」を
開催する。

【令和４年度】
・7⽉15⽇から8⽉1⽇までの17⽇間、12会場において実施（約90⼈参加）

【今度の予定】
・継続して講習会を実施
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やさしい防災講習会の状況

浸水想定区域

河川水位情報

取組事例の紹介について

51



取組事例の紹介について
◇防災⾏政用無線⼀括配信システム整備（伊勢原市）

様式や状況写真等を挿入
例︓マイ・タイムライン等
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取組事例の紹介について
◇ 風水害対応に関する自助強化（二宮町）

【令和４年度の実施内容】
・町内の各地区で実施される自主防災訓練や町主催で実施する地区の防災指
導員を対象とした研修会等でタイムライン及びマイタイムラインまた洪水浸
水ハザードマップの説明を実施。

【今度の予定】
・引続き自主防災訓練や研修会等、町⺠が集まる場において周知していく。

5⽉15⽇に実施した防災指導員研修会の状況
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県⻄地域

取組事例



取組事例の紹介について
◇ ハザードマップの⼀元化（小田原市）

○ 洪水、土砂、津波のハザードマップが河川や地区ごとに複数種類あり、市⺠
からも分かりづらいとの意⾒があったため、ハザードマップの⼀元化を⾏った。

【令和４年度】
・市内を８地区に分割し、洪水、土砂、高潮、津波のハザードマップを１面に
集約したハザードマップを作成し、９⽉に配布した。
・情報面には、「マイ・タイムライン」記入シートもあり、市⺠それぞれが避
難⾏動を整理できるようにした。

ハザードマップ面 情報面（マイ・タイムライン記入シート）
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取組事例の紹介について
◇ ハザードマップ勉強会（⼤井町）

○ ハザードマップ更新にあたり、防災安全課より、町⺠に対し、ハザードマッ
プ勉強会を実施したほか、出前講座等においてもハザードマップの⾒方につい
て周知を図った。

【令和４年度】
・ハザードマップ勉強会

６⽉18⽇、午前・午後の２個会場において実施（約１０⼈参加）
・第１回自主防災組織リーダー等研修会

６⽉19⽇ １個会場において実施
（約５０⼈参加）
・出前講座

６⽉10⽇〜９⽉27⽇ ８個会場に
おいて実施（約２５０⼈参加）

【今度の予定】
・今後も出前講座などの場面を通じ
周知予定

６⽉19⽇に実施した自主防災組織
リーダー等研修会の状況 56



取組事例の紹介について
◇地震及び風水害に係る災害対策（開成町）

○ 3町⺠集会を開催し、地震、⾵水害、富⼠⼭噴⽕に関する説明を実施
【令和４年度】

・6⽉22⽇、25、27⽇の３⽇間、３会場において実施（約１００⼈参加）
【今度の予定】

・今後も定期的に開催し、町⺠への周知を図る。

6⽉27⽇足柄上合庁で実施した町⺠集会の状況
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取組事例の紹介について
◇ 防災出前講座（箱根町）

町⺠等に対し防災に関する知識・技能の普及啓発を⾏い、町⺠等の災害対応⼒
の強化を図るとともに、地域防災の担い⼿となる⼈材の発掘に努める。

【令和３年度】
第1回「箱根町に起こる災害」
第2回「マイタイムライン」
第3回「ハザードマップの使い方」
第4回「総合防災センター研修」
第5回「⽇ごろの備え」

（5科⽬延べ20回実施、62名受講）

【令和4年度】
第6回「地域の防災活動」
第7回「救助技術」
第8回「避難所のルール作り」
第9回「避難所⽣活体験」
第10回「避難所運営体験」

令和3年7⽉に実施した
「マイタイムライン」の講座の様子
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取組事例の紹介について
◇ タイムラインの周知（湯河原町）

○ 避難情報の発令に着⽬したタイムラインを周知するため、防災講演会で、そ
の内容を周知するとともにパネルディスカッションを実施

【令和４年度】
５⽉15⽇（⽇）午後１時30分〜午後４時15分、湯河原町防災コミュニティセ
ンターにおいて実施（92⼈参加）

防災講演会の状況

当⽇の状況写真等を挿入

タイムライン
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